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小雨の中を観閲行進しました



消
防
使
命
の
決
意
を
新
た
に

長
門
市
消
防
出
初
式
で

1
3
4
人
を
表
彰

1
月
5
日
長
門
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
、
4
9
2
人
の
消
防
団
員
を
前
に
福
田
市
長
は
「
昨
年
の
火
災

発
生
件
数
は
過
去
最
少
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
消
防
関
係
者
と
市
民
の
防

火
意
識
の
高
揚
に
よ
る
も
の
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

式
の
あ
と
、
小
雨
の
中
を
行
進
し
深
川
川
で
一
斉
放
水
を
し
ま
し
た
。

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

・

功
績
章
（
7
人
）

岡
本
隆
美
（
渋
木
）
　・
河
野
憲

運
（
下
郷
）
　・
松
永
明
（
田
屋
）

・
村
田
利
之
（
田
屋
）
　・
大
蔵
力

（
田
の
浦
）
　・
横
田
隆
雄
（
西
町
）

・
井
上
静
夫
（
大
羽
山
）

・

勤
続
章
（
5
3人
）

（
4
0年
勤
続
）

徳
田
　
優
・
福
浪
昭
夫
（
俵
山

分
団
）

（
3
5年
勤
続
）

立
野
正
俊
（
副
団
長
）
　・
金
本

久
芳
（
大
羽
山
）

（
3
0年
勤
続
）

河
野
　
博
・
村
田
　
進
（
田
の

浦
）
　・
河
野
　
精
（
大
垰
）

（
2
5年
勤
続
）

角
谷
憲
治
・
横
田
隆
雄
・
松
村

鶴
夫
・
村
田
　
明
（
西
町
）

・
池
野
與
八
郎
（
向
町
）
　・
重
村

三
郎
（
湯
町
）

（
2
0年
勤
続
）

大
上
　
登
（
深
川
分
団
）
　・
石

津
英
一
　（
西
町
）
　・

山
近
英
士
（
向
町
）

・
山
本
　

進
（
田
の

浦
）
　・
広
田
善
二
郎

（
洲
崎
町
）
　・
吉
岡

敏
（
田
屋
）
　・
河
野

憲
運
（
下
郷
）
　・
大

田
俊
博
（
河
原
）
　・

岡
本
隆
美
・
吉
富
政

美
（
渋
木
）
　・
池
田

豊
（
真
木
）

（
1
5年
勤
続
）

池
野
敦
昌
・
山
田
恭
久
（
向
町
）

・
山
田
功
平
（
田
の
浦
）
　・
宮
本

孝
・
洲
崎
富
男
（
大
日
比
）
　・

深
水
　
清
（
洲
崎
町
）
　
・
又
野

豊
（
栄
町
）
　・
流
田
壽
雄
（
祇
園

町
）
　・
宮
本
　

均
・
吉
津
和
男
（

白
潟
）
　・
村
田
和
男
・
酒
井
博
史

（
田
屋
）
　・
中
原
克
志
（
湊
）
　・

藤
野
義
久
（
正
明
市
）
　・
田
中
一

夫
（
上
の
原
）
　・
石
川
一
昌
（
境

川
）
　・
井
上
隆
生
・
林
　

章
・
阪

倉
正
行
（
河
原
）
　・
古
田
晴
男
（

殿
台
）
　・
後
藤
友
春
（
真
木
）
　・

西
村
雪
広
・
野
村
政
次
・
泉
水
輝

夫
（
大
羽
山
）
　・
河
野
　
裕
・
金

村
岩
雄
・
山
本
善
雄
・
西
本
政
夫

・
坂
倉
嘉
道
（
湯
町
）

退
団
感
謝
状
（
2
3人
）

・
村
田
　
明
（
西
町
）
　・
早
川

豊
・
竹
原
　
寛
（
向
町
）
　・
山
本

進
（
田
の
浦
）
　・
松
本
正
一
　（

大
日
比
）
　・
中
田
和
男
（
大
泊
）

・
中
田
傅
次
（
青
海
）
　・
宮
国

博
・
深
水
　
清
（
洲
崎
町
）
　・
又

野
　
豊
・
起
田
一
義
（
栄
町
）
　・

末
広
浩
二
・
森
本
勝
利
（
南
町
）

・
吉
岡
　
敏
（
田
屋
）
　・
中
原
克

志
（
湊
）
　・
河
野
憲
運
・
竹
野
勝

洋
（
下
郷
）
　・
河
内
利
夫
（
殿
台
）

・
村
田
光
雄
（
真
木
）
　・
和
田
道

治
（
大
垰
）
　・
福
原
　
勇
・
本
田

忠
人
（
木
津
）
　・
重
村
三
郎
（
湯

町
）

市

長

表

彰

・
優
良
団
員
（
7
人
）

早
川
　
栄
（
向
町
）
　・
磯
野

茂
（
南
町
）
　・
境
田
聖
樹
（
祇
園

町
）
　・
早
川
惣
一
　（
境
川
）
　・
岩

田
準
一
郎
（
河
原
）
　・
福
永
康
夫

（
湯
本
）
　・
金
村
岩
雄
（
湯
町
）

・
一
般
表
彰
（
7
人
）

（
消
火
協
力
者
）

平
岡
フ
ミ
子
（
木
津
区
）
　
・
笹

井
政
弘
（
郷
区
）
　・
林
　
勝
義
（

日
置
町
）

（
防
火
協
力
者
）

福
嶋
和
明
・
福
嶋
清
美
・
福
嶋

早
苗
・
福
嶋
雅
也
（
通
5
区
）

（
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状
（
4

人
）
和
田
道
治
（
大
垰
）
村
田

明
（
西
町
）
　・
福
原
　
勇（
木
津
）

重
村
三
郎
（
湯
町
）

消
防
団
長

表
彰

・

精
勤
章
（
3
3人
）

後
根
久
雄
（
西
町
）
　・
仲
島
裕

二
　（
田
の
浦
）
　・
北
山
　
剛
・
青

村
修
次
（
青
海
）
　・
松
本
幸
雄
（

洲
崎
町
）
　・
橋
本
佳
明
（
栄
町
）

・
伊
藤
健
治
・
山
下
英
次
（
南
町
）

・
永
安
武
彦
（
祇
園
町
）
　
・
大
津

義
明
（
白
潟
）
　・
境
田
　
彰
・
境

田
育
男
（
田
屋
）
　・
佐
伯
良
隆
（

湊
）
　・
荒
川
和
雄
（
正
明
市
）
　・

清
水
義
博
（
下
郷
）
　・
岡
田
敏
男

（
上
の
原
）
　・
金
子
哲
男
（
境
川
）

・
宮
本
富
次
（
上
川
西
）
　・
谷
川

俊
弘
・
立
野
繁
生
（
板
持
）
　・
小

林
生
明
・
三
浦
　

孝
（
河
原
）
　・

岡
本
　
功
（
殿
台
）
　・
大
田
敏
雄

（
湯
本
）
　・
国
芳
保
夫
・
森
野
康

範
（
渋
木
）
　・
西
村
吉
光
（
真
木
）

・
本
田
正
司
・
山
本
龍
二
（
木
津
）

・
福
井
良
一
・
藤
井
正
雄
（
大
羽

山
）
　・
池
藤
博
治
・
宮
野
修
治
（

湯
町
）

新
春
初
歩
き
大
会

御
来
光
登
山
の
写

真
が
必
要
な
方
は

連
絡
を
。

連
絡
先

教
育
委
員
会
社
会
体
育
係

内
線
2
0
7

第34回市民駅伝大会の参加チーム募集
期　　　日　1 月31日(日)
申込期日　1月22日金午後5時まで
監督者会議　1月26日火午後6時から
申 込 場 所　 教育委員会、社会体育係へ

コー ス
男子の部　通大湊バス停前～長門市役所（6 区間) 21. 6km
女子の部　青海島小学校　～長門市役所（6 区間) 11. 6km



成人おめでとう

華やかにお正月の成人式

新
春
3
日
、
中
央
公
民
館
で
昭

和
6
3年
長
門
市
成
人
式
が
行
わ
れ
、

4
0
7
人
の
対
象
者
の
う
ち
、
3

2
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
は
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
の

新
成
人
で
華
や
い
た
雰
囲
気
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

式
で
は
、
福
田
市
長
が
「
高
い

理
想
を
求
め
て
、
皆
さ
ん
に
課
せ

ら
れ
て
い
る
将
来
の
社
会
に
お
け

る
役
割
を
、
若
い
情
熱
を
こ
め
て

た
く
ま
し
く
果
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
祝
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
吉
津
秀

子
さ
ん
（
祇
園
町
区
）
が
「
社
会

の
一
員
と
し
て
、
自
分
の
行
動
に

責
任
を
も
ち
、
す
べ
て
の
可
能
性

に
む
け
て
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
く
こ
と
を
、
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
大
楽
尚
邦
さ
ん

（
通
3
区
）
が
市
民
憲
章
を
朗
読

し
て
式
典
を
終
り
ま
し
た
。

記
念
行
事
は
、
金
谷
晴
一
さ
ん

（
田
屋
区
）
と
永
井
智
子
さ
ん

（
湊
3
区
）
の
新
成
人
2
人
に
よ

る
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
花
が
生
け
ら
れ
た
テ

ー
ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
、
コ
ー
ヒ
ー

と
ケ
ー
キ
が
配
ら
れ
、
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
い
で
も
ら
お
う
と
気
配
り

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
郷
土
芸
能
「
長
門

太
鼓
」
の
演
奏
や
長
門
市
を
テ
ー

マ
に
し
た
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
選
挙
権
を
得
る

新
成
人
に
、
選
挙
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
県
選
管
が
作
っ

た
「
ザ
・
セ
ン
キ
ョ
」
の
歌
と
お

ど
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

吉津秀子さ ん

大楽尚邦さん

金谷晴一さん

永井智子さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
で
社
会
参
加
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
と
、

手
間
が
か
か
り
何
か
難
し
い
こ
と

と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

本
来
、
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
る
思

い
や
り
の
心
を
形
に
し
た
も
の
で
、

決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

2
0歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

こ
れ
か
ら
社
会
の
一
員
と
し
て
の

責
任
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

つ
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
家
庭
や
学
校
、
職
場
な
ど

に
向
け
て
い
た
日
を
、
も
っ
と
広

く
社
会
へ
向
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
意
味
で
も
、
2
0歳
を
機
会

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
社
会
参
加
を
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

自
発
的
に
他
人
の
身
に
な
っ
て

行
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

あ
な
た
に
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
あ
な

た
自
身
の
視
野
を
広
げ
、
人
間
性

を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
善
意
が
医
療
を
支
え
る

は
た
ち

献
血

1
月
1
1
日
か
ら
、
恒
例
の
「
は

た
ち
の
献
血
」
が
一
か
月
間
行
わ

れ
ま
す
。
昭
和
5
0
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
行
事
も
1
2
回
目
を
迎
え
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
献
血
者

の
合
計
も
、
1
、
1
0
0
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
若
い
人
た
ち

の
”
献
血
離
れ
”
が
増
え
て
き
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
最
近
は
エ
イ
ズ
や

Ｂ
型
肝
炎
な
ど
が
、
献
血
の
際
に

感
染
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

恐
れ
か
ら
、
献
血
し
よ
う
と
す
る

人
の
足
を
遠
の
か
せ
て
い
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
献

血
で
使
う
注
射
針
や
血
液
バ
ッ
ク

は
、
一
人
一
回
の
使
用
に
限
ら
れ

る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。

「
医
療
に
必
要
な
血
液
は
す
べ

て
国
民
の
献
血
で
」
を
目
指
す
血

液
事
業
―
成
人
と
な
り
、
社
会
を

支
え
る
一
員
と
な
っ
た
第
一
歩
と

し
て
、
ぜ
ひ
献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

国
民
年
金
の

手
続
が
必
要
で
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

「
第
3
号
被
保
険
者
」
に

昭
和
6
1年
4
月
に
新
し
い
年
金

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0歳
以
上

6
0歳
未
満
の
方
は
、
学
生
や
老
齢
年

金
を
う
け
て
い
る
一
部
の
方
を
除

い
て
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
は
「
第
3
号
被
保
険
者
」

と
い
う
資
格
で
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
ご

主
人
の
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
が
ま
と
め
て
負
担
す
る

の
で
、
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
3
号
被

保
険
者
で
あ
る
旨
を
届
け
出
て
認

定
を
う
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
は
、

2
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
昭
和
6
1年
の
4
月
の

時
点
で
第
3
号
被
保
険
者
に
該
当

し
て
い
る
の
に
、
そ
の
こ
と
を
届

出
せ
ず
放
置
し
て
い
る
人
の
場
合
、

今
年
（
6
3年
）
7
月
ま
で
に
届
出

を
行
わ
な
い
と
、
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、
将
来
年
金
を
受
給

す
る
時
、
年
金
額
の
算
定
な
ど
で

不
利
益
に
な
り
ま
す
。

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
Ｌ

こ
ん
な
時
は
、
届
出
が
必
要

で
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し

た
奥
さ
ん
が
、
勤
め
に
出
始
め
厚

生
年
金
等
に
加
入
し
た
と
き
。

あ
る
い
は
、
ご
主
人
が
勤
め
を

辞
め
た
り
、
勤
務
先
が
変
っ
た
と

き
は
必
ず
届
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
か

ら
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘

れ
た
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
と
、
万

一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
く
な
’り
ま
す
。

こ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
6
5歳
か

ら
の
老
齢
基
礎
年
金
さ
え
も
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
納
入
し
ま
し
よ
う
。

奥
さ
ん
の
年
金
は

サラリーマンの妻で家事に専念

( 第3 号 被保険者)

夫の厚生年金制度
からまとめて拠出、
市町村に届出をす
れば、保険料を納
めなくてよい

国民年 金 ( 第1 号被保険者)

保険料を
納める

サラリーマンの妻で
自営業を営む

( 第2 号被保険者)
厚生年金制度
からまとめて
拠出、国民年
金の保険料は
納めなくてよ
い サラリーマンの妻で

サラリーウーマン

児童手当の
支給範囲が拡 大

請求の手続受付中

昭
和
6
3年
4
月
1
日
か
ら
児
童

手
当
の
受
給
範
囲
が
変
わ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
福
祉
事
務

所
、
及
び
各
支
所
で
請
求
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
の
手
続
は

1
月
4
日
か
ら
受
付
て
い
ま
す
。

○
児
童
手
当
該
当
者

①
1
8歳
未
満
の
児
童
2
人
を
養

育
し
て
い
る
方
で
、
第
2
子
が

昭
和
5
7年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

5
8年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
誕

生
し
て
い
る
場
合
。

②
1
8歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
、
第
2
子

が
昭
和
5
7年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
5
8年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に

誕
生
し
て
い
る
場
合
。

③
1
8歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
、
第
2
子

以
降
の
児
童
が
、
1
5歳
末
満
で

病
弱
、
発
育
不
完
全
等
の
た
め

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
て
い

る
場
合
。

④
そ
の
他
、
第
2
子
が
昭
和
5
8年

4
月
2
日
以
後
に
誕
生
し
て
い

る
の
に
、
ま
だ
、
請
求
の
手
続

を
し
て
い
な
い
方
。
ま
た
、
第

3
子
以
降
の
児
童
が
昭
和
5
3
年

4
月
2
日
以
後
に
誕
生
し
て
い

る
の
に
、
ま
だ
、
請
求
手
続
を

し
て
い
な
い
方
。

○
児
童
手
当
の
該
当
者
で
あ
っ
て

も
、
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
出

来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
児
童
手
当
の
額

・
第
2

子
に
対
す
る
手
当
は

月
額
2

、
5
0
0

円
で
す
。

・
第
3
子
以
降
の
手
当
は

1
人
に
つ
き
月
額
5
、
0
0
0
円

で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
福

祉
事
務
所
庶
務
係
（
内
線
1
1
1
）
へ
。

中国残留日本人弧児の
資料をお見せします

厚
生
省
は
、
昭
和

5
6年
3
月
か
ら
昭
和

6
2年
3
月
ま
で
実
施

し
た
中
国
残
留
日
本

人
弧
児
の
訪
日
調
査

に
参
加
し
た
弧
児
の

う
ち
、
未
だ
に
身
元

の
判
明
し
て
い
な
い

弧
児
に
関
す
る
資
料

を
公
開
し
ま
す
。

「
ま
だ
見
ぬ
肉
親

を
求
め
て
・
身
元
未

判
明
中
国
残
留
日
本

人
弧
児
名
鑑
」
を
、
お
見
せ
し
ま

す
。閲

覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福

祉
事
務
所
社
会
係
（
　
内
線
1
1

3
）
又
は
市
立
図
書
館
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

昭
和
6
3年
度

山
口
県
立
盲
学
校

1
、
募
集
に
つ
い
て

図
募
集
学
科

普
通
科
・
保
健
理
療
科
・
専

攻
科
理
療
科

㈲

応
募
資
格

①
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

の
あ
る
者

②
矯
正
視
力
0
.
3未満
の
者
、

又
は
高
度
な
視
覚
障
害
の
あ

る
者（
年
齢
に
制
限
は
な
い
）

2
、
出
願
に
つ
い
て

図

出
願
期
間

昭
和
6
3年
2
月
1
日
か
ら
2

月
1
3日
ま
で

㈱

提
出
書
類

①
入
学
願
書
　
②
調
査
書

③
診
断
書
　
他

3
、
学
力
検
査
に
つ
い
て

ｏ
検
査
日
時
及
び
場
所

昭
和
6
3年
3
月
3
日

9
時
か
ら
1
6時
ま
で
本
校

4
、
合
格
発
表

3
月
5
日
出
　
1
0時

本
校
玄
関
前

な
お
、
応
募
資
格
、
提
出
書
類
、

検
査
内
容
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
盲
学
校
に
問
い
合
せ

て
下
さ
い
。

山
口
県
立
盲
学
校

（
0
8
3
2

）
3
2
1
1
4
3
1

〒
7
5
1
　下
関
市
幡
生
町

１
丁
目
１
ー
2
2



｢ 鯨唄｣で老人ホームを慰問
( 12／21)

通中学校3 年生が長寿園を訪れて、伝統芸
能の「鯨唄」と「昔話の切り絵」を披露しま
した。「鯨唄」は、昨年10月から毎朝の特訓
で習得したもので、お年寄りもたいへん喜ん
でいました。

熱演中の通中3 年生

長門郵便局で年賀状出発式
（1 ／1 ）

元旦の午前8 時30分、釣井郵便局
長、藤井市議会議長等のテープカッ
トで、職員40人が一斉に年賀状の配
達に出発しました。
この日、長門局で配達された年賀
状は50万5 千枚で、管内の一世帯当
りの枚数は64枚になります。

衛星を使って中継放送
( 1 ／5)

大野孝晴さん（湯本区）の初窯出し風景が、TYS
テレビで全国中継されました。中継は、周囲が山で電
波が送られないため、巨大なアンテナで電波をインド
洋上の人工衛星に送り、衛星からの電波を日本で受診
して放送したものです。衛星中継は市内で最初です。放送中の大野さん

巨
大
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

淡
雪

雪
が
ふ
る
、

雪
が
ふ
る
。

落
ち
て
は
消
え
て

ど
ろ
ど
ろ
な
、

ぬ
か
る
み
に
な
り
に

雪
が
ふ
る
。

兄
か
ら
、
姉
か
ら
、

お
と
と
に
い
も
と
、

あ
と
か
ら
、
あ
と
か
ら

雪
が
ふ
る
。

お
も
し
ろ
さ
う

舞
ひ
な
が
ら
、

ぬ
か
る
み
に
な
り
に

雪
が
ふ
る
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」

百
合
野
将
之
ち
ゃ
ん

（
１
歳
6
か
月
）

（
殿
台
区
）

そ
こ
ど
け
、
そ
こ
ど
け
将
之
が

通
る
。
肩
で
風
切
る
良
い
男

我
家
の
″
殿
″
　
将
之
参
上
！

（
母
　
妙
子
さ
ん
）

母
子
・
か
婦
の

就
学
支
度
資
金
・
修
学
資
金

受
付
中

母
子
・
か
婦
福
祉
資
金
（
就
学

支
度
資
金
、
修
学
資
金
）
の
貸
付

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
死
亡
・
離
婚
・
行
方

不
明
・
遺
棄
等
の
理
由
で
、
父
親

が
不
在
の
母
子
家
庭
や
両
親
の
無

い
子
に
、
就
学
や
進
学
に
必
要
な

資
金
を
お
貸
す
る
制
度
で
す
。

就
学
支
度
資
金
は
、
小
学
校
か

ら
大
学
校
ま
で
の
学
校
に
入
学
す

る
時
、
修
学
資
金
は
、
高
校
か
ら

大
学
校
ま
で
に
修
学
し
て
い
る
人

が
対
象
で
す
。

手
続
等
に
つ
い
て
は
、
福
祉
事

務
所
社
会
係
（
　
内
線
1
1
3
）

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

二
月
上
旬
ま
で
に
申
請
さ
れ
る

と
、
三
月
下
旬
に
資
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
い
時
期
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
及
び

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
程

生
後
3
か
月
か
ら
4
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。
当
日
は

母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑
を
必
ず
持

参
し
て
下
さ
い
。

日
　
　
程

○
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

仙
崎
公
民
館

1
月
2
6
日
火
1
3
：
3
0
～
1
4
：
0
0

俵
山
公
民
館

1
月
2
7
日
水
1
4
：
0
0
～
1
4
：
3
0

通
　
公
民
館

1
月
2
7
日
水
1
4
：
0
0
～
1
4
：
3
0

保
健
セ
ン
タ
ー

2
月
2
日
火
1
3
：
3
0
～
1
4
：
0
0

0
判
定
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

仙
崎
公
民
館

1
月
2
8
日
木
1
3
：
3
0
～
1
4
：
0
0

俵
山
公
民
館

1
月
2
9
日
金
1
4
：
0
0
～
1
4
：
3
0

通
　
公
民
館

1
月
2
9
日
金
1
4
：
0
0
～
1
4
：
3
0

保
健
セ
ン
タ
ー

2
月
4
日
木
1
3
：
3
0
～
1
4
：
0
0

※
　
な
お
、
上
記
判
定
の
結
果
疑

陽
性
、
陽
性
の
者
に
つ
い
て
は
、

左
記
日
程
に
て
再
ツ
反
検
査
及
び

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
。

ｏ
再
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

保
健
セ
ン
タ
ー

2
月
1
7
日
水
1
3
：
3
0
～
1
4
：
0
0

0
判
定
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

保
健
セ
ン
タ
ー

2
月
1
9
日
金
1
3
：
3
0
～
1
4
：
0
0



ナショナル電気ジャーポットを
N  C ―710型 Ｎ Ｃ - 702C 型

事 故 防 止 の た め 回 収 し ま す
この機種の電気ジャーポットは、注ぎ口部と本体がはずれてお湯がこぼれ、

一部やけどの事故が発生しています。このため、 メーカーがこの機種電気ジャ
ーポットを回収しています。お手もちの機種をもう一度お確かめください。
該当の機種がありましたら、購入された店、または、ナショナル製品取扱店へ
持参してください。無償で代わりの機種と取り換えます。

対象機種
ＮＣー702C･N C ―710
連 絡 先

【専 用電 話・
フリーダイヤル( 無 料) 】

( 0120)
39-  1391  (代 表)

松下電 器産業株式 会社
電 化調理事業部

建設資材が高くて
困っていませんか

相 談 は

長 門 土 木 事 務 所 へ

最近 、鉄鋼・ 木材など一部 の建設

資材が高 騰してい ます。

このた め、県は 各土木事務所内 に

「建設資 材関係窓 口」を設置 して、

広くみな さんから 相談を受 け ること

にし まし た。

建設資 材関係 でお困 りの方は 、長

門土木事務所 の相 談窓 口をご利 用く

ださい。
②-  2 9  2 0

車
の
名
義
変
更

廃
車
の
手
続
は
早
目
に

毎
年
3
月
末
は
、
自
動
車
税
等

の
関
係
で
登
録
申
請
が
集
中
し
、

窓
口
が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。

名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
を
さ

れ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
目
に

済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

中
国
運
輸
局

山
口
陸
運
支
局

（
0
8
3
9
）

⑩
5
3
3
5

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

郵
政
省
は
、
郵
便
局
の
業
務
内

容
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
聴

く
郵
便
貯
金
婦
人
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

①
応
募
資
格
　
郵
便
貯
金
を
利
用

し
て
い
る
2
0歳
以
上
の
女
性

②
応
募
方
法
　
「
郵
便
は
が
き
」

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
応
募
の
動
機
又
は
貯

蓄
に
関
す
る
感
想
・
各
種
モ
ニ

タ
ー
の
経
験
有
無
、
を
書
い
て

③
1
月
3
1日
ま
で
に

近
く
の
郵
便
局

あ
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

な が と 歴 史 散 歩

第8 回

人
と
鯨
と
の
闘
い

長
門
の
捕
鯨

秋
に
な
る
と
、
北
極
洋

の
鯨
が
、
日
本
列
島
の
両

岸
沿
い
に
南
下
す
る
。
暖

か
い
南
の
海
で
繁
殖
し
た

鯨
は
、
春
先
に
子
鯨
を
連

れ
て
北
に
か
え
る
。

こ
こ
長
門
の
海
に
も
、

か
つ
て
は
多
く
の
鯨
が
姿

を
見
せ
て
い
た
。

こ
の
鯨
を
捕
え
る
の
に
、
古

く
は
、
弓
矢
な
ど
を
使
っ
た
が
、

そ
の
後
、
銛
（
も
り
）
に
よ
る

突
き
捕
り
法
に
変
わ
っ
た
。

こ
れ
に
な
お
改
良
を
加
え
た

の
が
網
取
り
法
で
あ
る
。
ク
モ

の
巣
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
う
。

山
見（
見
張
り
）が
、
鯨
を
み

つ
け
る
と
、
数
そ
う
の
勢
子
船

（
せ
こ
ぶ
ね
）が
出
動
す
る
。

鯨
を
遠
ま
き
に
し
て
、
網
を

張
っ
た
網
代（
あ
じ
ろ
）に
追

い
こ
む
。
網
が
か
ら
ん
で
自

由
を
失
っ
た
鯨
に
。
船
か
ら

つ
ぎ
っ
ぎ
に
銛
を
打
ち
こ
む
。

こ
ろ
あ
い
を
み
て
、
船
か
ら

刃
刺（
は
ざ
し
）と
い
う
勇
敢

な
男
が
海
に
と
び
こ
み
、
手

形
包
丁
で
鯨
の
鼻
を
切
り
開

き
綱
を
と
お
す
。
厳
寒
の
海

に
、
人
と
鯨
の
死
闘
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
仕
留
め
た
鯨

を
、
二
そ
う
の
持
双
船
（
も
っ

そ
う
ぶ
ね
）
　に
は
さ
み
、
し
ぼ

り
つ
け
て
岸
に
は
こ
ぶ
。

延
宝（
一
六
七
三
～
）の
は
じ

め
ご
ろ
、
瀬
戸
崎
浦（
仙
崎
）と

通
浦
に
、
鯨
組
が
つ
く
ら
れ
た
。

鯨
組
の
経
営
に
は
、
長
州
藩
が

力
を
い
れ
、
明
治
以
降
は
、
民

間
の
資
本
家
が
こ
れ
を
支
え
た
。

「
鯨
一
頭
捕
れ
ば
七
浦
が
に
ぎ

わ
う
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、

捕
鯨
に
か
け
る
当
時
の
夢
は
大

き
か
っ
た
。

明
治
の
中
ば
に
な
っ
て
、
鯨

の
数
も
減
り
、
鯨
組
も
解
散
、

近
代
洋
式
捕
鯨
へ
と
時
代
は
移

っ
て
ゆ
く
。
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

長 門 の 捕 鯨 用具( 重要 有 形 民 俗 文化 財)

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

行
進
は
、
旧
警
察
跡
か
ら
出
発

し
て
中
央
公
民
館
前
で
、
市
長
の

観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

市の人口（1 月1 日現在）

面　 積　152. 29km2

人　口　27, 405人（－2）

男　　12, 867 人（ ＋6 ）

女　　14, 538 人（ －8 ）

世 帯数　8, 578 世帯（＋9 ）

（　 ）は前 月比

長門市の行事は

「市政だより
テレホンサービス｣で

ＮＴＴ長門電報電話局

2- 6030

今月の納期

市民 税 第4 期

納期 2月1

日
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